
サステナビリティの考え方及び推進体制

　三菱電機グループは、「企業理念」「私たちの価値観」「コミットメント」に則り、全ての活
動においてサステナビリティを志向した取組みを行います。また、「『事業を通じた社会課題の
解決』という原点に立ち、サステナビリティの実現を経営の根幹に位置づける。これにより、
企業価値の持続的向上を図り、社会・顧客・株主・従業員をはじめとしたステークホルダー
への責任を果たす」ことを経営方針に掲げています。社会からの期待や要請・意見を活動に
反映させ、社会や環境に与えるネガティブな影響を最小化し、持続可能な社会の実現に向け
た取組みを推進します。

　サステナビリティ委員会の事務局はサステナビリティ推進部が担当しています。三菱電機グルー
プのサステナビリティの取組みを更に推進するため、2023年度から、サステナビリティ推進部を社
長直轄組織としました。
　サステナビリティ委員会は原則として年に3回以上開催しており、議論の内容については、執行
役会議にて経営層へ報告されています。2021年度からは議論の内容について、取締役会にも報告
しています。取締役会では、サステナビリティへの取組みを三菱電機グループの「重要議題」とし
て取り上げ、リスク管理及び収益機会としての観点から、独立社外取締役からも多様なご意見を
いただきながら十分な議論を行うとともに、執行役の取組み状況についても監督を行っています。
　サステナビリティの取組み推進については、執行役の報酬指標の一つになっており、サステナビ
リティ・ESG関連領域等非財務事項での業績指標達成度はインセンティブ報酬へ反映されています。
　複数部門に関わるサステナビリティ課題に対して部門横断的に対応するため、サステナビリティ
委員会の傘下に恒常的な会議体として「部会」、有期限の会議体として「プロジェクト」を設けて
います。「カーボンニュートラル部会」と「人権部会」の二つの部会については、法や社会からの
要請に応え、取組みを推進しています。また、「統合報告書・法定開示対応検討プロジェクト」と

「TCFD対応検討プロジェクト」を設け、活動項目の明確化、参画部門の役割の明確化、規範に
則った情報開示等について検討しています。部会やプロジェクトは責任部門を中心に取組みを推
進し、サステナビリティ委員会開催の都度、進捗を確認することとしています。
　また、サステナビリティ委員会で定めた方針・計画を共有・実行するため、社内各部門・国内
外関係会社との連携を目的とした「サステナビリティ連絡会」を設置しています。

サステナビリティの考え方

　サステナビリティの実現に向け、以下の4点を推進事項としています。
サステナビリティの実現に向けた推進事項

持続可能な社会に事業で貢献 事業を通じて社会課題や環境課題を解決し、「活力とゆとりある社会の実現」に
貢献すること。

持続可能な社会への責任 社会課題や環境課題を引き起こさない・拡大させないよう、責任ある企業活動を
行うこと。

長期の社会変化、
環境変化に対応するリスク管理

短期的・中期的のみならず、長期的な社会変化・環境変化に適応すること。事
業機会を創出して企業を持続的に発展させること。リスクを予測し、企業経営に
与える影響を抑制・最小化すること。

ステークホルダーとの
コミュニケーション

透明性の高い情報開示を通じて、社会・顧客・株主・従業員をはじめとしたス
テークホルダーとコミュニケーションを取り、社会からの期待や要請・意見を企
業経営に反映させること。
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　三菱電機グループのサステナビリティの取組みは、三菱電機の執行役会議から委嘱を受け、経
営企画及びサステナビリティを担当する執行役（CSO:Chief Strategy Officer）が委員長を務めるサ
ステナビリティ委員会で方針・計画を決定しています。サステナビリティ委員会は三菱電機のコー
ポレート部門長や事業戦略担当部門長（経営企画室や人事部等の環境、社会、ガバナンス、事
業戦略担当の34名[2023年4月1日時点]）で構成されており、マテリアリティに基づく活動実績の把
握や活動計画の決定、法改正への対応等、三菱電機グループの横断的な視点から議論を行い、
取組みを推進しています。また、倫理・遵法、品質の確保・向上、環境保全活動、社会貢献活動、
ステークホルダーの皆様とのコミュニケーション等の具体的な取組みについては、担当部門が責任
を持って推進しています。

サステナビリティ推進体制
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